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１．はじめに 
苫小牧沖にて2006年には3回の上位蜃気楼観測がで
き、2002 年の初観測[1]、2004 年の２回目の観測[2]から
数えて不定期ながら計7回の観測回数となっており、ほぼ
毎年観測していると言ってよい。2005 年からは、過去に
は観測されなかった、苫小牧港から見て東側の沖合いで

も上位蜃気楼が観測できることがわかり、苫小牧沖が全方

向にわたって、蜃気楼発生の条件を備えるエリアと考えら

れる。これまでの計７回の観測状況のまとめと、特に規模

の大きかった２回の観測データをもとに考察を行った。 
 
２．過去７回の観測状況 
 苫小牧沖の過去７回の観測から、蜃気楼化が確認でき

た地域を図１のように８つに区分し、それぞれの観測状況

を表１のようにまとめた。観測域の傾向については、大きく 
 
【図１】胆振沿岸域地形図（※）と蜃気楼化確認エリア  （※地図
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【表１】過去７回の観測状況  
方向と対象物 Ⅰ 

錦岡～社台

の海岸線 

Ⅱ 
白老大昭和

製紙工場お

よび周辺海

岸 

Ⅲ 
室蘭測量

山方向 

Ⅳ 
苫小牧 
南南西沖

（船、水

線） 
①2002.5.06    ○   ○   ○  
②2004.5.30    ○     ○ 
③2005.4.24    ○   ○  
④2005.5.21       
⑤2006.4.22     ○   ○    
⑥2006.5.03    ○    ○  
⑦2006.5.21    ○   
  
センター彩色地形図を使用） 

分けると、西半分（Ⅰ～Ⅳ）で発生する場合と東側まで含 
む全域（Ⅰ～Ⅷ）で起こる場合がある。（４回目は異例） 
 
３．特に顕著な２回の観測について 
1) 2005年 5月 21日 厚真火力発電所が蜃気楼化 
15 時から 16 時にかけて厚真火力発電所が蜃気楼化し
た。観測方向は苫小牧港から南～東の広い範囲(Ⅴ、Ⅵ、
Ⅷ)。最初は南方向(Ⅴ)の水平線が二重になり、続いて南
東の日高町方面（Ⅵ）の景色（約 30km先）の伸び～反転
が確認でき、その後も逆転層は移動し、東側の厚真火力

発電所（約 15km先）（Ⅷ）が蜃気楼化した（写真１）。苫小
牧地方環境監視センターで測定している厚真火力発電所

煙突部の鉛直気象データによると（グラフ１）蜃気楼発生

時の 15 時に、下層で温度上昇がみられ、付近に暖気が
移流したものと考えられる。 
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2) 2006年 5月 21日 鵡川町晴海工業地域が蜃気楼化 
15時から 16時 30分にかけて。苫小牧港の南西～東
にかけてほぼ苫小牧沖全域（Ⅱ、Ⅴ～Ⅷ）で蜃気楼が

確認できた。最初は、大昭和製紙工場～社台にかけて

（Ⅱ）非常に低い境界層がゆっくり移動しているのが

わかった。南沖海上（Ⅴ）では、切れ込み層がゆっく

り東へ移動しているのが観測できた。その後日高町方

面（Ⅵ）、鵡川町市街～晴海工業地域（Ⅶ）が蜃気楼化

した（写真 2）。発電所も一部蜃気楼化していた。同様
に鉛直気象データによると（グラフ２）、付近には 15
時頃に暖気が移流し、下層では 16時にかけて気温が一
時的に下降しており冷気が侵入していると思われる。

 
【写真２】蜃気楼化する鵡川町晴海工業地域 

【写真１】蜃気楼化する苫東厚真火力発電所  

【グラフ１】厚真の気温変化 （2005年 5月 21日） 
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【グラフ２】厚真の気温変化 （2006年 5月 21日） 
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４．2例から苫小牧沖の蜃気楼発生メカニズムを考察 
 両日の AMeDAS データ（厚真のみ監視センター）を用
いて発生メカニズムの考察を行った。 
【表 2】2005.5.21の気象データ （カッコ内は風速m/s） 

 登別 白老 苫小牧 厚真 鵡川 
14時 WSW(6)

19.3℃ 
E(3) 
11.7℃ 

SE(4) 
14.9℃ 

SE(4) 
12.5℃ 

SE(5) 
17.2℃ 

15時 W(5) 
16.8℃ 

SSW(3)
15.1℃ 

SE(3) 
14.4℃ 

SE(5) 
13.3℃ 

ESE(4) 
15.6℃ 

16時 W(5) 
16.5℃ 

W(5) 
20.5℃ 

ESE(4) 
12.2℃ 

SE(4) 
12.6℃ 

SE(5) 
16.6℃ 

【表 3】2006.5.21の気象データ （カッコ内は風速m/s） 
 登別 白老 苫小牧 厚真 鵡川 
14時 WNW(4)

21.1℃ 
SE(1) 
15.4℃ 

SSW(4) 
16.4℃ 

SW(6) 
16.0℃ 

SW(6) 
17.2℃ 

15時 WNW(4)
19.5℃ 

NW(5) 
22.0℃ 

S(2) 
16.6℃ 

SW(5) 
17.8℃ 

WSW(5)
17.7℃ 

16時 NW(3) 
19.1℃ 

NW(5) 
20.8℃ 

SSW(1) 
18.9℃ 

SW(4) 
17.0℃ 

SW(5) 
16.8℃ 

上記どちらの場合も、登別の高い気温と風向から、

苫小牧沖への強い暖気移流が推測でき、下記のような

蜃気楼発生過程を考えてみた。 
1)海岸全域では、午前中から広域的な海風系が形成。 
2)正午を過ぎて、日照により登別の山地部が昇温する。 
（暖気の生成） 

3)地上天気図（略）の気圧配置からもわかるが、一般 
風により暖気は山地から苫小牧沖上へ供給される。 

4)暖気の移流が強いと、山地からの暖気の通り道にあ
る白老では、海風系の東よりの風が、西よりに急変

し、温度上昇が見られる。 
5)海上へ出た暖気は、海上付近の空気と逆転層を形成 
し、苫小牧沖を東へ移動する。(切れ込みの移動から
わかる) 

6)その後逆転層は、厚真の風向変化がないことから苫
小牧付近の海風系とともに沖から陸へ侵入しながら

しだいに混合するのではないかと仮定できる。厚真

の暖気は混合空気の温度、気温降下はその後の海風

の再侵入と推測する。 なお、蜃気楼が苫小牧沖西

側のみで発生するか、全域で発生するかは、4)にお
ける移流の強さによるのではないかと考える。 

 
５．まとめ 
 登別の陸地の昇温が、苫小牧沖への暖気の供給源と

なり、移流暖気の強さ（温度など）と蜃気楼発生場所

付近の海風系が、発生場所と規模を左右するのではな

いかということがわかってきた。観測回数はまだ少な

いものの、回を増やすごとに仮定できる可能性が広が

っているので今後の発生にも期待するところである。 
 
＜参考＞[1] 金子和真 日本気象学会 2002秋季大会他 

[2] 金子和真 日本蜃気楼協議会 2005 
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